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２０１７年度 明治大学法科大学院 論文試験問題 

 

【民 法】 

 

問題１  以下の小問１から小問３の各問につき、解答しなさい。 

 

小問１ 消滅時効の援用権者に、債務者、保証人、物上保証人、第三取得者、

後順位抵当権者の各人が含まれるかについて、判例が採る援用権者の定

義を示した上で、簡潔に論じなさい。 

 

小問２ Ａ（90 歳・男性）が老衰のため死亡し、Ａの長男Ｂと次男Ｃが共同相

続した。Ａは自己所有の甲土地を有していたところ、Ｂが、自ら甲土地

を単独で相続することになった旨の遺産分割協議書を偽造して、これを

登記原因証明情報とした上で、甲土地についてＢへの単独所有とする登

記を経由した。その後直ちに、ＢはＤに甲土地を売却し、Ｄへの移転登

記も経由した。この場合、ＣはＤに対し、どのような請求をすることに

なるか。判例に従い、その法的根拠と合わせて述べなさい。 

 

小問３ Ｆ（92 歳・男性）が老衰のため死亡し、Ｆの長女Ｇと次女Ｈが共同相

続したが、死亡後５年経過して、遺産分割協議がなされ、Ｆの所有して

いた乙土地をＦと同居してきたＧの所有とすることとなった。Ｇは協議

が済んでも何かと忙しかったので、登記のことまで気が回らなかったが、

３ヶ月経過して落ち着いてきたので、乙土地の登記について移転登記の

手続きをしようとしたところ、すでに登記はまったくの他人であるＫの

名義となっていた。調べてみたら、Ｈが自らが単独所有することとなっ

た旨の遺産分割協議を偽造し、Ｈ名義の登記を経由した上で、Ｋに乙土

地を売却したことがわかった。この場合、ＧはＫに対し、自己の所有権

を主張することができるか、判例に従い、その法的根拠と合わせて述べ

なさい。またＫが、以前からＨとは顔見知りで、遺産分割協議の経緯も

Ｈを通じて知っており、市場価格よりも安価に乙土地を取得していた場

合はどうか。 
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問題２ 以下の事例を読んで、小問１と小問２の各問につき、解答しなさい。 

 

（事例） 

 Ａは、ＢからＢの所有ビル（以下「本件建物」という。）の１室（１０３号室）

を月額２５万円の賃料で借り受けることとした。ＡとＢとが賃貸借契約を締結

し、Ａが１０３号室の鍵を受け取って入居の準備をしていたところ、１０３号

室の収納場所数か所に、前の賃借人であるＣ所有の動産（以下「本件動産」と

いう。）が大量に放置されており、そのままでは、Ａの所有する動産を収納する

ことが出来ないことが判明した。 

ＡがＢに問い合わせたところ、ＢはＣの転居先通知を受けており、Ｃに連絡

してみてほしい、自分はそんなことは知らないから、そちらで対応してほしい

とのことであった。しかしながら、ＡがＣに尋ねてみたところ、「持っていかな

いで捨てる物があれば、そのまま置いていってよい。」とＢから言われたとのこ

とであった。 

ＡがＢに確認したところ、Ｂは全くそんなことは言っていないとのことであ

る。再度確認したところ、Ａは、本件動産につき、Ｃから「Ｂが置いていって

よいとは言わなかったというのであれば、適当に捨てておいてほしい。」と言わ

れた。Ａは入居を急ぐ必要があるため、業者に頼んで本件動産を廃棄処分にす

るかどうか迷っている。 

 

小問１ 

 （１）Ａは、本件動産の除去をＢに請求することができるか、解答しなさい。 

 （２）Ａは、本件動産の除去をＣに請求することができるか、解答しなさい。 

 

小問２ 

 （１）Ａが本件動産の廃棄処分費用として金１５万円を支払ったとすると、

ＡはＢに対してその１５万円を請求できるか、解答しなさい。 

 （２）Ａが廃棄処分費用を支出した直後に、Ｂが本件建物をＤに売却した場

合、ＡはＤに対して本件動産の廃棄処分費用である１５万円を請求でき

るか、解答しなさい。 

 

 


